
＜教育長だより 104 号 朳差岳朝日に映えて 令和８年 9 月 28 日＞          

米沢街道・黒塀あじさい小路

╴子どもたちと地域が、未来へつなぐ花の道╴ 

                教育長 津野庄一郎 

国の重要文化財・渡邉邸の黒塀とお堀。そ

の歴史ある景観のそばに、新しい風景が生ま

れます。 
 

9 月 27 日（日）午前、「関川村緑の少年団」

の子どもたちと、長年にわたり米沢街道の歴

史や文化について考えてこられた「米沢街道

地域づくり検討会」の皆さん、それに「青少年育成関

川村民会議」の正副会長さんが一緒になり、黒塀・堀

の脇に 40ポットのあじさいを植えました。 
 

子どもたちと地域の先輩方が、同じ場所で土に触

れ、花を植える。そこには単なる環境美化を超えた大

きな意味があると思います。 
 

米沢街道はかつて人や物、そして、文化が行きかっ

た道です。渡邉邸もまた、その歴史の中で大きな役割

を果たしてきました。今回植えたあじさいもすぐに大きな景観になるわけではあり

ません。しかし、子どもたちが植えた一株一株は、年月を重ねる中で少しずつ成長

していきます。そこを訪れる人が「あのあじさいは、昔、村の子どもたちが植えた

ものだ」と知る日が来るかもしれません。 
 

歴史を守るのは過去をそのまま残すことだけではありません。地域の歴史を子ど

もたちが知り、自分たちの手でできる何かを積み重ね、次の世代へ手渡していくこ

とも、地域の文化を守る大切な営みではないでしょうか。  
 

40ポットのあじさいが、これからどんな花を咲かせていくのか。その成長を地域

の皆さんと共に見守っていきたいと思います。 
 

花を育てることは、地域を育てること。 

そして、地域の歴史を未来へつなぐこと。 
 

そんな願いを込めて、この小さな「あじさいの

道」を、これから大切に育てていきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

  

＜【写真】左上：活動に参加した皆さん、左下：あじさいの植栽 右下：8 月 28 日：雑草を取り除く学生ボランティアと職員＞ 


